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抄録  

IPネットワークにより通信が可能であり、遠隔より消費電力の確認、電源のON/OFFが

可能である電源タップの開発を行った。  

具体的には、PC上のクライアントプログラムからの信号を、小型デバイスサーバを用

いてRS232信号への変換を行った。また、その信号内容に応じて適した処理を実行するよ

うにマイコンのファームウェアの実装を行った。  

 

   キーワード：電源タップ，TCP/IP，遠隔操作，マイコン，マイクロコンピュータ  

 

１ はじめに 

 こたつや電気ヒーターの消し忘れなどを外出先

から確認し制御したいという要望を可能にするも

のとして、インターネットなどのネットワークを

利用した多機能で便利なホームセキュリティシス

テムが、一般家庭にも導入されるようになった。

しかし、このようなシステムを利用するためには、

大がかりな装置や設置工事、専用のサービス契約、

及び情報家電が必要であり、簡単に利用できるも

のではない。 

本研究では、機能を限定することにより、専用

の制御用サーバを用いず、既存のネットワークや

家電製品において利用できる装置として遠隔操作

機能付電源タップの試作を行う。 
 

２ 実験方法 

2.1 概念図、および動作フロー 

 図１に本研究で試作を行った遠隔操作機能付電

源タップの概念図を示す。 

 

* 電子情報技術部 

 本試作装置は、以下のようなフローで動作す

る。 

(1) ユーザはクライアントプログラムから電

源の ON/OFF または消費電力の取得を行うボタ

ンを押す操作を行う。 

(2) これら各々の操作に対応した信号は、

TCP/IP による通信を経由して小型デバイスサ

ーバに届く。 

(3) 小型デバイスサーバは、届いた信号から

RS232 信号へ変換を行う。 

(4) マイクロコンピュータ（以下マイコン）

は、小型デバイスサーバからの RS232 信号に基

づいて処理を行う。受け取った信号が ON/OFF

命令に関する信号のときはピンレベルの上げ下

げで、リレーを駆動する。消費電力の取得に関

する信号のときは A/D 変換を実行して電流セン

サの出力値を取得する。 

(5) (4)において A/D 変換により取得した値

を、逆の順番、つまり、マイコンから小型デバ

イスサーバ、クライアントプログラムの順番で

引き渡す。 
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図１ 遠隔操作機能付電源タップ装置の概念図 

 

2.2 実装 

前節２．１の概念図にもとづき実装を行った。

以下、前節２．１のフローの番号を参照して説明

を行う。 

(1),(2)の動作を実現するために、Microsoft社

のVisual Basic開発環境及び、ActiveXコントロ

ールの一つであるWinsockコントロールを用いて

TCP/IP通信プログラムおよび、クライアント画面

の作成を行った1)。 

(2),(3) を 実 現 す る た め に 、 本 研 究 で は

LANTRONIX社のXPortという小型デバイスサーバを

用いた。Xportに関する仕様書やアプリケーショ

ンノート、及びFAQ等はLANTRONIX社のHPからダウ

ンロードした2)。 

(4),(5)を実現するにあたって、Microchip社の

マイコンPIC16F88 を用いた。PIC16F88 について

のデータシートはMicrochip社のHPからPDFファイ

ルとして入手した3)。マイコンのファームウェア

の開発環境として、統合開発環境にはMPLAB IDE

を 用 い て 、 コ ン パ イ ラ に は

PicBasicPro(microEngineering Labs, Inc.)を用

いた。PICへのファームウェアの書き込み器に

ICD2(Microchip Technology Inc. )を用いた。

PICの内部動作の要点をまとめると以下 3 点にな

る 

(1) RS232 通信を通して、クライアントプログ

ラムから信号の受け渡しを行う 

(2) クライアントプログラムからの信号を受

け取り、それに応じてリレー回路の ON/OFF を

行う 

(3) クライアントプログラムからの信号に応

じて電流センサからの電圧を A/D 変換を行い、

その値をクライアントに渡す 

消費電力を取得するために、本試作では交流電

流センサ（CTL-6-P-H、株式会社ユー・アール

・ディー）を用いた。 

 

３ 結果及び考察 

図２に本試作装置の概観、図３にクライアント

プログラムのウィンドウ画面を示す。 

 大型の制御用サーバ等を介さずに、TCP/IP を介

して遠隔から電源の ON/OFF、及び消費電流値を

得ることが出来ることを確認した。 

 

 

 

     図２ 試作装置の概観 
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図３ クライアントプログラムのウィンドウ画面 

“ON”と”OFF”のボタンを押すことによって電源タップの

入り切りの操作を実行し、”消費電力取得”を押すことに

よって消費電力の値を得る。 

 

PIC マイコンには A/D 変換以外にもタイマ等の

様々機能があり、Xport にもメール通知機能等の

様々な機能がある。これらを組み合わせることで

汎用性の高いシステムを構築することが可能であ

る。 

 

４ まとめ 

 小型デバイスサーバと、マイコンを組み合わせ

ることで遠隔から TCP/IP を経由して ON/OFF が可

能かつ消費電力の確認が可能な電源タップ装置の

試作およびクライアントプログラムの試作を行

い、それらの動作の確認を行った。 

 本試作では、電源の ON/OFF、消費電力の取得の

みであるが、マイコンや小型デバイスサーバのそ

の他の機能を組み合わせることで様々な用途へ対

応が可能である。 
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